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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに異なる複数の色のフィールド画像により１つのフレーム画像を構成するＦＳＣ方
式の画像表示装置で用いられ、前記フィールド画像を表示する液晶表示素子に対して駆動
信号を出力する駆動回路であって、
　前記液晶表示素子に前記フィールド画像を表示させる際に、所定期間、階調が一様な画
像を表示させる階調制御手段を備え、
　前記階調制御手段は、
　前記階調が一様な画像を示す初期化データを生成する初期化データ生成部と、
　供給された前記フィールド画像を示す映像信号に対して、前記初期化データ生成部が生
成した初期化データを挿入した信号により前記液晶表示素子を駆動する選択部とを有し、
　前記液晶表示素子は格子を形成するように行方向および列方向に配設された複数の画素
を有し、該画素それぞれは、該画素を選択するための前記行方向に配設された行方向のラ
インと接続されるとともに、前記選択部から出力された信号を伝送するための前記列方向
に配設された列方向のラインと接続され、
　前記選択部は、一定期間において、前記映像信号を前記画素に同時に出力する際に選択
された行方向のラインの数よりも多数の行方向のラインと接続された画素へ、前記初期化
データを同時に出力し、
　前記選択部は、前記映像信号を出力する際に選択される順番が遅い前記行方向のライン
と接続されている画素へ、該選択される順番が早い行方向のラインと接続されている画素
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へ印加する電界よりも小さな電界を印加するような階調の初期化データを出力することを
特徴とする駆動回路。
【請求項２】
　請求項１に記載の駆動回路において、
　前記選択部は、前記複数の画素の一部をそれぞれ含む複数のエリアごとの前記映像信号
の階調の計算値に応じて定められた階調の初期化データを、前記エリアそれぞれに含まれ
る画素へ出力することを特徴とする駆動回路。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の駆動回路において、
　前記初期化データ生成部は、前記映像信号の階調のうち前記画素に印加する電界が最大
となる階調よりも小さな値の電界を印加することに相当する階調の初期化データを生成す
ることを特徴とする駆動回路。
【請求項４】
　互いに異なる複数の色のフィールド画像により１つのフレーム画像を構成するＦＳＣ方
式の画像表示装置であって、
　前記フィールド画像を表示する表示手段と、
　前記表示手段に前記フィールド画像を表示させる際に、所定期間、階調が一様な画像を
表示させる階調制御手段を備え、
　前記階調制御手段は、
　前記階調が一様な画像を示す初期化データを生成する初期化データ生成部と、
　供給された前記フィールド画像を示す映像信号に対して、前記初期化データ生成部が生
成した初期化データを挿入した信号により前記表示手段を駆動する選択部とを有し、
　前記表示手段は格子を形成するように行方向および列方向に配設された複数の画素を有
し、該画素それぞれは、該画素を選択するための前記行方向に配設された行方向のライン
と接続されるとともに、前記選択部から出力された信号を伝送するための前記列方向に配
設された行方向のラインと接続され、
　前記選択部は、一定期間において、前記映像信号を前記画素に同時に出力する際に選択
された行方向のラインの数よりも多数の行方向のラインと接続された画素へ、前記初期化
データを同時に出力し、
　前記選択部は、前記映像信号を出力する際に選択される順番が遅い前記行方向のライン
と接続されている画素へ、該選択される順番が早い行方向のラインと接続されている画素
へ印加する電界よりも小さな電界を印加するような階調の初期化データを出力することを
特徴とする画像表示装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の画像表示装置において、
　前記選択部は、前記複数の画素の一部をそれぞれ含む複数のエリアごとの前記映像信号
の階調の計算値に応じて定められた階調の初期化データを、前記エリアそれぞれに含まれ
る画素へ出力することを特徴とする画像表示装置。
【請求項６】
　請求項４または５に記載の画像表示装置において、
　前記初期化データ生成部は、前記映像信号の階調のうち前記画素に印加する電界が最大
となる階調よりも小さな値の電界を印加することに相当する階調の初期化データを生成す
ることを特徴とする画像表示装置。
【請求項７】
　互いに異なる複数の色のフィールド画像により１つのフレーム画像を構成するＦＳＣ方
式の画像表示装置が備える前記フィールド画像を表示する液晶表示素子に対して駆動信号
を出力する駆動方法であって、
　前記液晶表示素子に前記フィールド画像を表示させる際に、所定期間、階調が一様な画
像を表示させる階調制御処理を備え、
　前記階調制御処理では、
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　前記階調が一様な画像を示す初期化データを生成する初期化データ生成処理と、
　供給された前記フィールド画像を示す映像信号に対して、前記初期化データ生成処理に
て生成した初期化データを挿入した信号により前記液晶表示素子を駆動する選択処理とを
行い、
　前記液晶表示素子は格子を形成するように行方向および列方向に配設された複数の画素
を有し、該画素それぞれは、該画素を選択するための前記行方向に配設された行方向のラ
インと接続されるとともに、前記選択部から出力された信号を伝送するための前記列方向
に配設された列方向のラインと接続され、
　前記選択処理では、一定期間において、前記映像信号を前記画素に同時に出力する際に
選択された行方向のラインの数よりも多数の行方向のラインと接続された画素へ、前記初
期化データを同時に出力し、
　前記選択処理では、前記映像信号を出力する際に選択される順番が遅い前記行方向のラ
インと接続されている画素へ、該選択される順番が早い行方向のラインと接続されている
画素へ印加する電界よりも小さな電界を印加するような階調の初期化データを出力するこ
とを特徴とする駆動方法。
【請求項８】
　請求項７に記載の駆動方法において、
　前記選択処理では、前記複数の画素の一部をそれぞれ含む複数のエリアごとの前記映像
信号の階調の計算値に応じて定められた階調の初期化データを、前記エリアそれぞれに含
まれる画素へ出力することを特徴とする駆動方法。
【請求項９】
　請求項７または８に記載の駆動方法において、
　前記初期化データ生成処理では、前記映像信号の階調のうち前記画素に印加する電界が
最大となる階調よりも小さな値の電界を印加することに相当する階調の初期化データを生
成することを特徴とする駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　本発明は、駆動回路、画像表示装置および駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　　複数の画素を有する液晶表示素子と、該液晶表示素子に光を照射する照明装置とを具
備する一般的な液晶表示装置においては、液晶表示素子を用いて照明光を変調することに
よって画像の表示を行っている。液晶表示装置の一般的な画像の表示方式のうちには、液
晶表示素子が変調した光により画像を直接表示する直視型と、液晶表示素子が変調した光
をスクリーンに投写して画像を表示する投写型とが存在している。
【０００３】
　　また、液晶表示装置においてカラー表示を行う方法は、並置（併置）加法混色、同時
加法混色および継続加法混色といった色の生成方式が利用されている。
【０００４】
　　並置（併置）加法混色を利用してカラー表示する方法としては、Ｒ色（赤色）、Ｇ色
（緑色）およびＢ色（青色）それぞれのカラーフィルターを有する画素（サブピクセル）
を近接配置して構成されたカラー表示用の画素を用いる方法がある。なお、カラー表示用
の各画素では、隣接するサブピクセル同士の配置間隔を所定の観察位置において利用者の
眼の空間解像度の検知限度よりも狭くしておく。このようなカラー表示用の画素を用いて
光を変調することにより、利用者に様々な色を認識させている。なお、直視型の液晶表示
装置においては、並置（併置）加法混色を利用してカラー表示する方法が一般的である。
【０００５】
　　また、同時加法混色を利用してカラー表示する方法としては、Ｒ色（赤色）、Ｇ色（
緑色）、Ｂ色（青色）の各光をそれぞれ変調する液晶表示素子を有し、各液晶表示素子に
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より各色に変調された光を重ねて画像を表示するタイプがある。投写型の液晶表示装置（
液晶プロジェクター）においては、いわゆる「３板式液晶プロジェクター」が一般的であ
るが、そのカラー表示方式は同時加法混色を利用したものである。
【０００６】
　　また、継続加法混色を利用したカラー表示方式としては、いわゆる「ＦＳＣ（Field 
　Sequential 　Color）方式」と呼ばれている方式がある（例えば、特開２００５－０２
４７５５号公報、特開２００６－１６３３５８号公報および特許公開２００７－１７１５
６７号公報を参照。）。
【０００７】
　　「ＦＳＣ方式」とは、１つの完成した画像であるフレーム画像を表示するための１フ
レーム期間（例えば、１／６０秒）において、該フレーム画像を構成する複数のフィール
ド画像を表示するためのフィールド期間（例えば、１／１８０秒）ごとに、互いに異なっ
た色（例えば、原色であるＲ色とＧ色とＢ色）ごとに設定された階調レベルの画像を液晶
表示素子の同じ画素に順次に表示していく方式である。ＦＳＣ方式では、各色のフィール
ド画像を表示するフィールド期間を人間の眼の時間解像度の検知限度よりも短く設定して
おき、該フィールド期間の経過ごとにフィールド画像を切替えて表示することにより、利
用者に様々な色を認識させる。
【０００８】
　　ＦＳＣ方式を直視型の液晶表示装置に適用した場合、カラーフィルターやサブピクセ
ルが構成上不要になるといった利点から、製造コストの低減や解像度の向上などの効果が
期待される。また、ＦＳＣ方式を投写型の液晶表示装置に適用した場合、モノクロ単板（
カラーフィルターを具備しない１枚の液晶表示素子）で構成できるので、液晶表示装置の
小型化などの効果が期待される。
【０００９】
　　なお、１つのモノクロの液晶表示素子に複数の色それぞれのフィールド画像をフィー
ルド期間の経過ごとに順次表示するＦＳＣ方式においては、他の色の生成方式よりも高速
に応答することが液晶表示素子に対して要求されるとともに、複数の色の光を切替える照
明装置も必要とされる。このような切替動作が可能な照明装置としては、例えば、白色光
源とカラーホイールとから構成された照明装置や、単色光（Ｒ色光、Ｇ色光またはＢ色光
）をそれぞれ出力するＬＥＤ（Light 　Emitting 　Diode）などの固体光源から構成され
た照明装置が知られている。
【００１０】
　　ところで、一般的な液晶表示装置は、以下に示すような特徴［１］～［５］を有して
いる。
【００１１】
　　特徴［１］：液晶表示素子は、光学的応答（光の透過率応答）が遅い。
【００１２】
　　特徴［２］：液晶表示素子に形成されるｐ－Ｓｉ（多結晶シリコン）のＴＦＴ（Thin
 　Film 　Transistor）回路は動作周波数が遅いため、画像データの転送に時間がかかる
。
【００１３】
　　特徴［３］：液晶表示素子に入力された画像データは対応する画素に即時に適用され
、その画素の液晶が応答開始する。
【００１４】
　　特徴［４］：液晶表示素子が有する画素すべてに対して、同じ色の光が同時に照明さ
れる。
【００１５】
　　特徴［５］：液晶表示素子が表示している階調が黒レベル（階調レベル０％）から白
レベル（階調レベル１００％）へ変化する場合と、白レベルから黒レベルへ変化する場合
との間で、光の透過率の応答特性が互いに異なる。
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【００１６】
　　先ず、特徴［５］について説明しておく。
【００１７】
　　液晶表示素子には、ＴＮ（Twisted 　Nematic）モード、ＩＰＳ（In-Plane 　Switch
ing）モード、ＶＡ（Vertically 　Aligned）モード、ＯＣＢ（Optically 　Compensated
 　Bend）モード、といった液晶モードがある。いずれの場合でも、印加電界によって液
晶の向き（ダイレクタ）を変えて複屈折の程度を制御し、液晶内を通過する光の偏光状態
を変化させる。そして、偏光板によって偏光状態が制御された光の透過率を変化させる。
【００１８】
　　一般的には、印加電界を強めて液晶の向き（ダイレクタ）を変化させるときと、印加
電界を弱めて液晶の粘弾性によって液晶の向き（ダイレクタ）が変化するときとでは、後
者の方が遅い。従って、電界を印加しないときに白を表示する構造、いわゆるノーマリホ
ワイトの構造の場合、白レベル（階調レベル100%）から黒レベル（階調レベル0%）への変
化（印加電界を強める変化）より黒レベルから白レベルへの変化（印加電界を弱める変化
）の方が遅い。また、電界を印加しないときに黒を表示する構造、いわゆるノーマリブラ
ックの構造の場合、黒レベルから白レベルへの変化（印加電界を強める変化）より白レベ
ルから黒レベルへの変化（印加電界を弱める変化）の方が遅い。
【００１９】
　　以上に述べたように、上述の特徴［５］は、液晶の応答特性が印加電界によって異な
ることに起因している。また、この特徴から、次のような不具合が生じる。つまり、ノー
マリホワイトの構造の場合は暗い画像から明るい画像に変化する際の動画品質が特に悪く
なってしまい、ノーマリブラックの構造の場合は明るい画像から暗い画像に変化する際の
動画品質が特に悪くなってしまう。
【００２０】
　　次に、上述の特徴が引き起こす不具合現象について述べる。
【００２１】
　　特徴［１］は、液晶表示素子を用いて画像を表示する液晶表示装置では、動画品質が
悪くなってしまうという問題点があることを意味している。
【００２２】
　　さらに、特徴［１］は、ＦＳＣ方式においては、階調再現性が悪くなってしまったり
、有彩色の色味が本来の色からずれてしまったりするといった不具合が発生してしまうと
いう問題点があることを意味している。
【００２３】
　　以下に、階調再現性が悪くなってしまうというＦＳＣ方式における問題点について、
ノーマリホワイトの構造を有する液晶表示素子を例に挙げて具体的に説明する。
【００２４】
　　ある画素に青色単色を表示する場合には、フィールドＲでその画素に設定する階調レ
ベルを０％とし、フィールドＧでその画素に設定する階調レベルを０％とし、フィールド
Ｂでその画素に設定する階調レベルを１００％とする。図１に示す特性曲線ＥＸ１は、同
一の画素に、青色単色を表示させた場合の、時間経過に対するＬＣＤ（Liquid 　Crystal
 　Display）相対透過率である。ここでは、フィールドの切り替わりのタイミングでその
画素に階調データを設定しているものとする。
【００２５】
　　なお、ここでいう「ＬＣＤ相対透過率」とは、液晶表示素子の光の透過率の相対値の
ことであり、階調レベルを１００％に設定（階調レベルが１００％になるよう駆動）した
ときに液晶が十分に応答して状態が安定したときの光の透過率を１００％とした場合の相
対値のことである。
【００２６】
　　ある画素に緑色と青色との混色であるシアン色を表示する場合には、フィールドＲで
その画素に設定する階調レベルを０％とし、フィールドＧでその画素に設定する階調レベ
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ルを１００％とし、フィールドＢでその画素に設定する階調レベルを１００％とする。図
２に示す特性曲線ＥＸ２は、同一の画素に、階調レベル０％で赤色を表示させた後に、緑
色と青色とをそれぞれ階調レベル１００％で順に表示させた場合の、時間経過に対するＬ
ＣＤ相対透過率である。ここでは、フィールドの切り替わりのタイミングでその画素に階
調データを設定しているものとする。
【００２７】
　　例えば、構成原色のＢ色（青色）の設定階調レベルが同じ１００％であっても、フィ
ールドＢの終了時点において、図１のように表示する色が青色の場合におけるＬＣＤ相対
透過率（特性曲線ＥＸ１の点ａ）と図２のように表示する色がシアン色の場合におけるＬ
ＣＤ相対透過率（特性曲線ＥＸ２の点ｂ）とは互いに値が異なってしまう。つまり、同じ
階調レベルを設定する場合であっても、表示させる色によって明るさが異なってしまう。
すなわち、階調再現性が悪くなってしまう。
【００２８】
　　この不具合現象は、特徴［１］と、ＦＳＣ方式では表示させる色によって液晶の向き
（ダイレクタ）の状態変化の履歴が異なることと、に起因する。なお、この不具合現象は
、静止画であっても発生しうる。
【００２９】
　　更に、ノーマリホワイトにおいては、特徴［５］によって、階調が白レベル（階調レ
ベル１００％）から黒レベル（階調レベル０％）へ変化する場合より黒レベルから白レベ
ルへ変化する場合の方が透過率応答が遅いので、原色単色の表示が暗くなってしまう。
【００３０】
　　他方、ノーマリブラックにおいては、特徴［５］によって、階調が黒レベルから白レ
ベルへ変化する場合より白レベルから黒レベルへ変化する場合の方が透過率応答が遅いの
で、構成原色のひとつ（例えば青色）の補色（この例では黄色）の画像を表示する際に、
その構成原色の成分（この例では青色）が暗くならなくなってしまう。つまり、白っぽい
色になってしまう。
【００３１】
　　次に、ＦＳＣ方式において有彩色の再現性が悪くなってしまうことについて説明する
。前述の階調再現性が悪いという不具合と同様に、この有彩色の色味がずれるという不具
合現象も、特徴［１］と、ＦＳＣ方式では表示させる色によって液晶の向き（ダイレクタ
）の状態変化の履歴が異なることに起因する。つまり、あるフィールドの液晶ダイレクタ
の状態が、次のフィールドのＬＣＤ相対透過率に影響することによって、有彩色の色味が
ずれてしまう。なお、この不具合現象は、静止画であっても発生しうる。
【００３２】
　　例えば、図２のようにシアン色を表示する場合、構成原色のＧ色（緑色）と構成原色
のＢ色（青色）とはともに設定階調レベルが同じ１００％であるが、フィールドＧの終了
時点におけるＬＣＤ相対透過率（特性曲線ＥＸ２の点ｃ）とフィールドＢの終了時点にお
けるＬＣＤ相対透過率（特性曲線ＥＸ２の点ｂ）とは互いに値が異なってしまう。これは
フィールドＧにおけるＬＣＤ相対透過率は設定階調レベルが０％であるフィールドＲにお
ける液晶ダイレクタの状態の影響を受け、また、フィールドＢにおけるＬＣＤ相対透過率
は設定階調レベルが１００％であるフィールドＧにおける液晶ダイレクタの状態の影響を
受けるためである。
【００３３】
　　ノーマリホワイトの場合である図２の例では、本来のシアン色よりもＧ色（緑色）が
暗く表示されてしまう。このように、Ｇ色とＢ色のバランスが本来からずれるので、色味
がずれてしまう。つまり、有彩色の再現性が悪くなってしまう。
【００３４】
　　また、ＦＳＣ方式においては、特徴［１］～［４］によって、同一の表示画面のなか
の上部と下部との間で色味がそれぞれ異なってしまうという問題点もある。
【００３５】
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　　以下に、同一の表示画面のなかの上部と下部との間で色味がそれぞれ異なってしまう
というＦＳＣ方式における問題点について、ノーマリホワイトの構造を有する液晶表示素
子を例に挙げて具体的に説明する。
【００３６】
　　特徴［１］～［３］により、液晶表示素子により構成される画面内の位置に応じて、
階調レベルを指定する画像データを該液晶表示素子へ出力するタイミングがそれぞれ異な
る。そのため、画面内の位置に応じて、ＬＣＤ相対透過率が変化開始する位相もそれぞれ
異なる。さらに、特徴［４］により、液晶表示素子の画素すべてに同じ色の光が同時に照
明される。そのため、図３に示す特性曲線ＥＸ３についての領域Ｒ３と特性曲線ＥＸ４に
ついての領域Ｒ４とのように、画像データを画素に表示させる位相（つまり、画面内の位
置）によって、各領域の面積（明るさ）がそれぞれ異なってしまうという問題点がある。
また、ＦＳＣ方式の場合は、階調が一様な同一の色の画像を表示する際、画面内の位置に
よって色味が異なってしまう。
【００３７】
　　さらに、液晶表示装置は、画像データを更新するまで表示を保持するように働く（Ｆ
ＳＣ方式では、次フィールドの画像の表示を開始するまで前フィールドの表示を保持する
ように働く）、いわゆるホールド型の表示装置である。ホールド型の表示装置は、画像デ
ータを更新する周期に比べて画素を発光させる時間が短いインパルス型の表示装置（例え
ば、ＣＲＴ（Cathode 　Ray 　Tube））よりも動画品質が悪いといわれている。
【００３８】
　　このようなホールド型の表示装置における動画品質を改善するための１つの方法とし
て、画像データの更新周期を短くすることが知られている。
【００３９】
　　しかしながら、特徴［１］～［４］によって、画像データの更新周期を短くするに従
って、画面内の各位置に応じた階調再現性の差異が大きくなってしまうという問題点が発
生してしまう。
【００４０】
　　以上のように、
　　ＦＳＣ方式においては、原色単色の階調再現性に問題が生じる。
【００４１】
　　ＦＳＣ方式においては、有彩色の色味が本来の色からずれてしまう。
【００４２】
　　ノーマリホワイトでは、階調レベルの低い暗い画像を表示している状態から階調レベ
ルの高い明るい画像を表示する状態に変化する際の動画品質に問題が生じ、ノーマリブラ
ックでは、明るい画像から暗い画像に変化する際の動画品質に問題が生じる。
【００４３】
　　ＦＳＣ方式においては、同一の表示画面のなかの上部と下部との間で色味がそれぞれ
異なってしまう。
【００４４】
　　動画品質を向上するために画像データの更新周期を短くする場合には、これに応じて
画面内の各位置に応じた階調再現性の差異が大きくなってしまうという問題点がある。
【発明の開示】
【００４５】
　　本発明は、上述した課題を解決する駆動回路、画像表示装置および駆動方法を提供す
ることを目的とする。
【００４６】
　上記課題を解決するために、本発明の駆動回路は、互いに異なる複数の色のフィールド
画像により１つのフレーム画像を構成するＦＳＣ方式の画像表示装置で用いられ、前記フ
ィールド画像を表示する液晶表示素子に対して駆動信号を出力する駆動回路であって、前
記液晶表示素子に前記フィールド画像を表示させる際に、所定期間、階調が一様な画像を
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表示させる階調制御手段を備え、
　前記階調制御手段は、
　前記階調が一様な画像を示す初期化データを生成する初期化データ生成部と、
　供給された前記フィールド画像を示す映像信号に対して、前記初期化データ生成部が生
成した初期化データを挿入した信号により前記液晶表示素子を駆動する選択部とを有し、
　前記液晶表示素子は格子を形成するように行方向および列方向に配設された複数の画素
を有し、該画素それぞれは、該画素を選択するための前記行方向に配設された行方向のラ
インと接続されるとともに、前記選択部から出力された信号を伝送するための前記列方向
に配設された列方向のラインと接続され、
　前記選択部は、一定期間において、前記映像信号を前記画素に同時に出力する際に選択
された行方向のラインの数よりも多数の行方向のラインと接続された画素へ、前記初期化
データを同時に出力し、
　前記選択部は、前記映像信号を出力する際に選択される順番が遅い前記行方向のライン
と接続されている画素へ、該選択される順番が早い行方向のラインと接続されている画素
へ印加する電界よりも小さな電界を印加するような階調の初期化データを出力することを
特徴とする。
【００４７】
　上記課題を解決するために、本発明の画像表示装置は、互いに異なる複数の色のフィー
ルド画像により１つのフレーム画像を構成するＦＳＣ方式の画像表示装置であって、前記
フィールド画像を表示する表示手段と、前記表示手段に前記フィールド画像を表示させる
際に、所定期間、階調が一様な画像を表示させる階調制御手段を備え、
　前記階調制御手段は、
　前記階調が一様な画像を示す初期化データを生成する初期化データ生成部と、
　供給された前記フィールド画像を示す映像信号に対して、前記初期化データ生成部が生
成した初期化データを挿入した信号により前記表示手段を駆動する選択部とを有し、
　前記表示手段は格子を形成するように行方向および列方向に配設された複数の画素を有
し、該画素それぞれは、該画素を選択するための前記行方向に配設された行方向のライン
と接続されるとともに、前記選択部から出力された信号を伝送するための前記列方向に配
設された行方向のラインと接続され、
　前記選択部は、一定期間において、前記映像信号を前記画素に同時に出力する際に選択
された行方向のラインの数よりも多数の行方向のラインと接続された画素へ、前記初期化
データを同時に出力し、
　前記選択部は、前記映像信号を出力する際に選択される順番が遅い前記行方向のライン
と接続されている画素へ、該選択される順番が早い行方向のラインと接続されている画素
へ印加する電界よりも小さな電界を印加するような階調の初期化データを出力することを
特徴とする。
【００４８】
　上記課題を解決するために、本発明の駆動方法は、互いに異なる複数の色のフィールド
画像により１つのフレーム画像を構成するＦＳＣ方式の画像表示装置が備える前記フィー
ルド画像を表示する液晶表示素子に対して駆動信号を出力する駆動方法であって、前記液
晶表示素子に前記フィールド画像を表示させる際に、所定期間、階調が一様な画像を表示
させる階調制御処理を備え、
　前記階調制御処理では、
　前記階調が一様な画像を示す初期化データを生成する初期化データ生成処理と、
　供給された前記フィールド画像を示す映像信号に対して、前記初期化データ生成処理に
て生成した初期化データを挿入した信号により前記液晶表示素子を駆動する選択処理とを
行い、
　前記液晶表示素子は格子を形成するように行方向および列方向に配設された複数の画素
を有し、該画素それぞれは、該画素を選択するための前記行方向に配設された行方向のラ
インと接続されるとともに、前記選択部から出力された信号を伝送するための前記列方向
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に配設された列方向のラインと接続され、
　前記選択処理では、一定期間において、前記映像信号を前記画素に同時に出力する際に
選択された行方向のラインの数よりも多数の行方向のラインと接続された画素へ、前記初
期化データを同時に出力し、
　前記選択処理では、前記映像信号を出力する際に選択される順番が遅い前記行方向のラ
インと接続されている画素へ、該選択される順番が早い行方向のラインと接続されている
画素へ印加する電界よりも小さな電界を印加するような階調の初期化データを出力するこ
とを特徴とする。
【００４９】
　　本発明によれば、画像データの更新のためにフィールドを切替える前に、液晶表示素
子に、階調が一様な画像を表示させる。
【００５０】
　　このような構成としたため、画像データの更新前における液晶表示素子の状態が当該
画像データを表示するときの液晶表示素子の状態に及ぼす影響（つまり、液晶表示素子の
履歴依存性）を軽減でき、ひいては動画品質を改善することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】ＦＳＣ方式の一般的な液晶表示装置に青色の画像を表示させた際の、特定の１画
素におけるＬＣＤ相対透過率の経過時間に対する特性を示す図である。
【図２】ＦＳＣ方式の一般的な液晶表示装置にシアン色の画像を表示させた際の、特定の
１画素におけるＬＣＤ相対透過率の経過時間に対する特性を示す図である。
【図３】ＦＳＣ方式の一般的な液晶表示装置にシアン色の画像を表示させた際の、転送さ
れた画像データを最初に適用する画素および転送された画像データを最後に適用する画素
それぞれにおけるＬＣＤ相対透過率の経過時間に対する特性を示す図である。
【図４】本発明の実施形態１の液晶表示装置の構成を示す図である。
【図５】液晶表示素子の構成を示す図である。
【図６】実施形態１において、液晶表示素子の画素に対して初期化データとして指定され
る階調レベルの一例を示す図である。
【図７】実施形態１において、転送された画像データを最初に適用する画素および転送さ
れた画像データを最後に適用する画素それぞれにおけるＬＣＤ相対透過率の特性を示す図
である。
【図８】実施形態２において、液晶表示素子の画素に対して初期化データとして指定され
る階調レベルの一例を示す図である。
【図９】実施形態２において、転送された画像データを最初に適用する画素および転送さ
れた画像データを最後に適用する画素それぞれにおけるＬＣＤ相対透過率の特性を示す図
である。
【図１０】本発明の実施形態３の液晶表示装置の構成を示す図である。
【図１１】実施形態３において、液晶表示素子の画素に対して初期化データとして指定さ
れる階調レベルの一例を示す図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００５２】
（実施形態１）
　　以下、本発明の実施形態１に従った画像表示装置（駆動回路および駆動方法を含む）
を説明する。
【００５３】
　　以下では、本発明の画像表示装置が、ＦＳＣ方式の液晶表示装置１である場合を例に
挙げて説明する。しかしながら、本発明の画像表示装置は、互いに異なる複数の色のフィ
ールド画像により１つのフレーム画像を構成するＦＳＣ方式の任意の表示装置に適用する
ことが可能である。
【００５４】
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　　まず、実施形態１の液晶表示装置１の構成について説明する。
【００５５】
　　図４に示すように、本液晶表示装置１は、制御部１１１と、データ処理部１１と、「
表示手段」である液晶表示素子１２と、照明部１３とを有する。
【００５６】
　　なお、液晶表示装置１は、液晶表示素子１２が変調した光により画像を直接表示する
直視型でもよく、液晶表示素子１２が変調した光を投写光学系（図示せず）を通じてスク
リーン（図示せず）に投写して画像を表示する投写型でもよい。さらに、液晶表示装置１
が投写型である場合、投写光学系（図示せず）を具備するフロント投写型でもよく、投写
光学系（図示せず）およびスクリーン（図示せず）を具備するリア投写型でもよい。
【００５７】
　　制御部１１１は、入力フレームの同期タイミング（以下「入力フレーム同期タイミン
グ」という）を示すタイミング信号を入力し、出力フレームの同期タイミング（以下「出
力フレーム同期タイミング」という）を示すタイミング信号を生成する。また、出力の１
フレーム期間を３つのカラーフィールド期間に分割した出力フィールドの同期タイミング
（以下「出力フィールド同期タイミング」という）を示すタイミング信号を生成する。ま
た、制御部１１１は、タイミング信号を、データ並べ替え部１１２と、初期化データ生成
部１１３と、選択部１１４と、Ｖ－Ｔ特性補正部１１５と、液晶表示素子１２と、照明部
１３とへ出力する。
【００５８】
　　以降、出力フレーム期間の開始タイミングは、そのフレームにおける画像の階調デー
タを最初に液晶表示素子に適用するタイミングとする。そして、各色の出力フィールド期
間の開始タイミングは、対応するフレームにおける画像の対応する色の階調データを最初
に液晶表示素子に適用するタイミングとする。
【００５９】
　　本実施形態では、入力フレーム同期タイミングと出力フィールド同期タイミングとは
同期しているが、非同期であってもかまわない。なお、これらのタイミング信号について
は、特に個別に説明することはしない。後述する動作説明の中で動作タイミングを含めて
述べるので、当業者には容易に理解できるはずである。
【００６０】
　　データ処理部１１は、データ並べ替え部１１２と、初期化データ生成部１１３と、選
択部１１４と、Ｖ－Ｔ特性補正部１１５とを含む。なお、初期化データ生成部１１３と選
択部１１４とは、「階調制御手段」を構成する。
【００６１】
　　データ並べ替え部１１２は、制御部１１１からの２系統のタイミング信号（入力フレ
ーム同期タイミングを示すタイミング信号と出力フィールド同期タイミングを示すタイミ
ング信号）を入力する。
【００６２】
　　また、データ並べ替え部１１２は、メモリ制御部１１２ａと、フレームメモリ１１２
ｂとを含む。
【００６３】
　　メモリ制御部１１２ａは、制御部１１１からのタイミング信号によって、入力フレー
ム同期タイミングごとに、複数の色に１対１で対応する複数の映像信号を受付ける。本実
施形態では、メモリ制御部１１２ａは、複数の映像信号として、赤色に対応するR色映像
信号（映像信号（R））と、緑色に対応するG色映像信号（映像信号（G））と、青色に対
応するB色映像信号（映像信号（B））とを受け付けて各色の画像データをフレームメモリ
１１２ｂに書き込む。
【００６４】
　　なお、複数の映像信号は、任意の画像を表示するための画像データＶＤＡＴＡをそれ
ぞれ含んでいる。ここでいう「画像データＶＤＡＴＡ」とは、各フィールド（フィールド
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Ｒ、フィールドＧまたはフィールドＢ）において、液晶表示素子１２の各画素に設定する
階調レベルＬＶＶを示すデータのことを指す。
【００６５】
　　また、メモリ制御部１１２ａは、制御部１１１からのタイミング信号によって、出力
フレーム同期タイミングごとに、フレームメモリ１１２ｂ上のR色画像データ、G色画像デ
ータおよびB色画像データを、その並び順で、１つずつ順番に読み出して、それぞれR色映
像信号、G色映像信号、B色映像信号として、Ｖ－Ｔ特性補正部１１５に出力する。
【００６６】
　　フレームメモリ１１２ｂは、複数の映像信号を並べ替えるためのバッファとして用い
られる。複数の映像信号の並べ替えは、各色の画像データをメモリに書き込む際とメモリ
から読み出す際とでメモリアドレスの制御を異ならせることによって行う。
【００６７】
　　初期化データ生成部１１３は、「初期化データＩＮＴ」を生成する。そして、初期化
データ生成部１１３は、制御部１１１からのタイミング信号によって、出力フィールド同
期タイミングごとに、初期化データＩＮＴを選択部１１４へ出力する。
【００６８】
　　「初期化データＩＮＴ」は、本来の画像データＶＤＡＴＡを液晶表示素子１２に適用
する前に適用する、階調が概略一様な画像のデータである。以降、初期化データＩＮＴが
示す階調レベルである初期化の階調レベルを記号で「ＬＶＩ」と表記することにする。ま
た、以下では、初期化データＩＮＴが示す階調レベルＬＶＩを各画素へ設定することを「
初期化」という。
【００６９】
　　実施形態１では、初期化データ生成部１１３は、固定値にあらかじめ設定された初期
化の階調レベルＬＶＩを示す初期化データＩＮＴを生成する。
【００７０】
　　なお、液晶表示素子１２は、ノーマリホワイトとノーマリブラックとのいずれでもよ
いが、以下では、ノーマリホワイトである場合を例に挙げて説明する。
【００７１】
　　初期化の階調レベルＬＶＩは、前フィールドの画像を表示していたときの液晶表示素
子１２のＬＣＤ相対透過率（つまり、液晶の向きの状態）が、次フィールドの画像を表示
する際の液晶表示素子１２のＬＣＤ相対透過率（つまり、液晶の向きの状態）に対して及
ぼす影響を軽減するために設定されている。そのため、初期化の階調レベルＬＶＩは、画
素に印加する電界が最大となる階調レベル（例えば、ノーマリホワイトでは、黒レベルで
ある階調レベル０％）よりも小さな値の電界を画素に印加することに相当する階調である
ことが望ましい。これは、画素が現在表示している階調と異なる階調を表示させるときに
、透過率応答が最も遅くなる開始状態を回避する観点からである。
【００７２】
　　実施形態１の例では、初期化データ生成部１１３は、液晶表示素子１２内の全画素に
対して初期化の階調レベルＬＶＩが「６０％」に設定された初期化データＩＮＴを生成す
る。
【００７３】
　　なお、実施形態３で後述するように、初期化データ生成部１１３は、外部から入力さ
れた複数の映像信号に基づいて、初期化データＩＮＴを生成するようにしてもよい。
【００７４】
　　選択部１１４は、制御部１１１からのタイミング信号によって、出力フィールド同期
タイミングごとに、各フィールドの色に対応する映像信号内の画像データＶＤＡＴＡと初
期化データＩＮＴとを交互に選択して、画像データＶＤＡＴＡまたは初期化データＩＮＴ
を、ＬＣＤ駆動信号として、液晶表示素子１２に出力する。
【００７５】
　　なお、液晶表示素子１２に設けられたデータ線駆動回路および走査線駆動回路は、階
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調レベルＬＶＶまたは初期化の階調レベルＬＶＩを各画素へ設定する。
【００７６】
　　Ｖ－Ｔ特性補正部１１５は、各色の映像信号を入力すると、液晶表示素子１２におけ
る印加電圧（駆動電圧）と光のＬＣＤ相対透過率との関係を表すＶ－Ｔ特性に基づいて、
画素への印加電圧を調整するよう映像信号内の画像データを補正する。液晶表示素子１２
のＶ－Ｔ特性の補正方法は一般的な方法でよい。
【００７７】
　　また、Ｖ－Ｔ特性補正部１１５は、制御部１１１からのタイミング信号によって、出
力フィールド同期タイミングごとに、Ｖ－Ｔ特性に基づいて補正したR色映像信号、G色映
像信号およびB色映像信号を、その並び順で、１つずつ順番に、選択部１１４へ出力する
。
【００７８】
　　なお、液晶表示素子１２の液晶に印加する電界が時間平均的にゼロでない場合に生じ
る劣化（焼付き）を防止するため、印加電界の極性を反転させる方法は一般的な方法でよ
い。
【００７９】
　　照明部１３は、Ｒ色（赤色）の光を発するＬＥＤを具備するＲ色ＬＥＤ光源１３－Ｒ
、Ｇ色（緑色）の光を発するＬＥＤを具備するＧ色ＬＥＤ光源１３－Ｇ、Ｂ色（青色）の
光を発するＬＥＤを具備するＢ色ＬＥＤ光源１３－Ｂを有する。
【００８０】
　　照明部１３は、制御部１１１からのタイミング信号によって、出力フィールド同期タ
イミングごとに、Ｒ色ＬＥＤ光源１３－Ｒと、Ｇ色ＬＥＤ光源１３－Ｇと、Ｂ色ＬＥＤ光
源１３－Ｂとを、この順番で１つずつ点灯する。なお、照明部１３が光を照射するタイミ
ング（期間と位相）は、本来の階調レベルＬＶＶを示す画像データＶＤＡＴＡがＬＣＤ駆
動信号として液晶表示素子１２に出力されてからの光透過率の応答の程度を考慮して調整
されるものである。
【００８１】
　　照明部１３から出力された光は、液晶表示素子１２を照明する。液晶表示素子１２は
、画像データＶＤＡＴＡに応じて画素ごとに光の透過率が制御されるため、照明部１３か
ら光が照明されることによって、画像が表示される。そのため、画像表示装置１は、以下
のように動作する。
【００８２】
　　液晶表示素子１２がR色映像信号に応じた画像を形成している際に、照明部１３が、R
色LED光源１３－Ｒを点灯して液晶表示素子１２をR色の光で照射する。その後、液晶表示
素子１２がG色映像信号に応じた画像を形成している際に、照明部１３が、G色LED光源１
３－Ｇを点灯して液晶表示素子１２をG色の光で照射する。その後、液晶表示素子１２がB
色映像信号に応じた画像を形成している際に、照明部１３が、B色LED光源１３－Ｂを点灯
して液晶表示素子１２をB色の光で照射する。
【００８３】
　　なお、複数の色は、Ｒ色、Ｇ色およびＢ色に限られず、任意でよい。例えば、シアン
色、マゼンタ色および黄色でもよい。また、複数の色の数は４つ以上でもよく、例えば、
Ｒ色とＧ色とＢ色とに加えて、白色や黄色などを含んでいてもよい。白色や黄色の光を制
御するのに、例えば、照明部１３としてそれぞれ白色ＬＥＤ光源や黄色ＬＥＤ光源を備え
て個別に制御するようにしてもよいし、照明部１３としてＲ色ＬＥＤ光源、Ｇ色ＬＥＤ光
源、Ｂ色ＬＥＤ光源を有する場合にＲＧＢ同時に点灯させて白色光を発生させたり、ＲＧ
同時に点灯させて黄色光を発生させたりするようにしてもよい。また、複数の色の順番は
、Ｒ色、Ｇ色、Ｂ色としているが、他の順番でもよい。
【００８４】
　　液晶表示素子１２は、データ処理部１１の選択部１１４から、各画素の階調レベル情
報を有する画像データを内包するＬＣＤ駆動信号を入力し、また、制御部１１１から、タ
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イミング信号（ＬＣＤ制御信号）を入力する。そして、これらの信号によって各画素に所
定の階調レベルを設定する。即ち、これらの信号によって各画素電極（図示せず）に所定
の階調レベルに相当する電圧を印加する。このことによって、各画素の液晶に所定の階調
レベルに相当する電界が印加される。
【００８５】
　　図５に示すように、液晶表示素子１２は、複数の画素と、複数のデータ線と、複数の
走査線と、データ線駆動回路と、走査線駆動回路と、を具備する。
【００８６】
　　液晶表示素子１２における複数の画素は、格子を形成するようにＸ方向（列方向）お
よびＹ方向（行方向）に配設されている。各画素は、Ｙ方向（行方向）に延びてＸ方向（
列方向）に複数ある信号ライン（データ線）のいずれかと接続され、Ｘ方向に延びてＹ方
向に複数ある信号ライン（走査線）のいずれかと接続されている。なお、データ線は、一
般的に「列方向のライン」と呼ぶことができる。また、走査線は、一般的に「行方向のラ
イン」と呼ぶことができる。
【００８７】
　　走査線駆動回路は、制御部１１１からタイミング信号（ＬＣＤ制御信号）を入力し、
各走査線を駆動する。走査線駆動回路は、ＬＣＤ制御信号に応じて、各走査線を順番に選
択する。
【００８８】
　　データ線駆動回路は、制御部１１１からタイミング信号（ＬＣＤ制御信号）を入力し
、選択部１１４からＬＣＤ駆動信号を入力し、各データ線を駆動する。データ線駆動回路
は、ＬＣＤ制御信号に応じて各データ線を順番に選択し、選択されたデータ線にＬＣＤ駆
動信号に応じた所定の階調レベルに相当する電圧を供給する。そして、選択された走査線
につながる画素に、選択されたデータ線から所定の階調レベルに相当する電圧が供給され
る。
【００８９】
　　液晶表示素子１２が選択部１１４からのＬＣＤ駆動信号を入力すると、各画素に階調
レベルＬＶＶまたは初期化の階調レベルＬＶＩに対応した電圧が供給され、各画素に配置
された液晶に電界が印加される。そのことによって画素ごとに液晶の向き（ダイレクタ）
が制御され、画素ごとに液晶の向き（ダイレクタ）に応じて光の透過率が変化する。この
ようにして、液晶表示素子１２は、照明部１３から照射された光を変調して、画像を表示
する。更に、ＦＳＣ方式の場合は、カラーフィールドごとに対応した色の画像データを液
晶表示素子１２に適用するようにし、それに同期して対応した色の光を照明部１３から液
晶表示素子１２に照射することによって、カラー画像を表示する。
【００９０】
　　なお、本実施形態では、走査線駆動回路は、図５に示した全走査線のうちから２以上
の走査線を同時に選択することができる。そして、初期化の期間、即ち選択部１１４にて
初期化データＩＮＴを選択した期間は、選択した２以上の走査線につながる画素へ同時に
、データ線駆動回路が選択したデータ線から、初期化データＩＮＴが示す初期化の階調レ
ベルＬＶＩを設定する。こうすることによって、初期化の期間を短縮することができる。
なお、本実施形態では、図６に示すように、液晶表示素子１２の全画素で構成される画像
表示エリアに、固定値（例えば６０％）にあらかじめ設定された初期化の階調レベルＬＶ
Ｉが一様に設定される。
【００９１】
　　初期化データＩＮＴを複数の信号ラインへ同時に出力する方法については、特に限定
しない。
【００９２】
　　例えば、特開２００６－１６３３５８号公報に開示されているような垂直方向（Ｙ方
向）のデータ転送時間を短縮する公知の方法を利用することができる。この場合、初期化
の期間は、まず、走査線駆動回路は、奇数行目の特定の１走査線（例えば、１行目の走査
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線）とその特定の走査線のすぐ下方に存在する偶数行目の１走査線（例えば、２行目の走
査線）とを同時に選択する。そして、選択した２つの走査線につながる画素へ同時に、デ
ータ線駆動回路が選択したデータ線から、初期化データＩＮＴが示す初期化の階調レベル
ＬＶＩを設定する。走査線駆動回路は、続く奇数行目の１走査線 　（例えば３行目の走
査線）とその走査線のすぐ下方に存在する偶数行目の１走査線（例えば４行目の走査線）
とを同時に選択し、上述の手順を繰り返し、初期化の階調レベルを全ての画素に適用する
。こうすることによって、初期化の期間を短縮することができる。
【００９３】
　　また、例えば、特開２００７－１７１５６７号公報に開示されているような水平方向
（Ｘ方向）のデータ転送時間を短縮する公知の方法を利用することもできる。この場合、
初期化の期間、即ち初期化の階調レベルＬＶＩを画素に設定する期間において、データ線
駆動回路は、映像の階調レベルＬＶＶを画素に設定する場合よりも多い複数のデータ線を
同時に選択し、選択された複数のデータ線に同時に初期化の階調レベルＬＶＩに相当する
電圧を供給する。こうすることによって、初期化の期間を短縮することができる。
【００９４】
　　上述したような方法により、本発明では、初期化データＩＮＴを画素へ最先に出力す
る時刻と初期化データＩＮＴを画素へ最後に出力する時刻との時間差を小さくする。これ
により、液晶表示素子１２内の各画素の透過率が変化を開始する時間差が小さくなる。そ
のため、フィールド画像を表示させる際、画面内の位置に応じた色味の差異を小さくする
ことができる。
【００９５】
　　つぎに、上記構成を有する実施形態１の液晶表示装置１が、画像データＶＤＡＴＡと
初期化データＩＮＴとを交互に選択して、ＬＣＤ駆動信号として、液晶表示素子１２の各
画素へ出力する動作を、図７を参照して説明する。
【００９６】
　　なお、この例では、液晶表示装置１は、Ｇ色とＢ色とが混ざったシアン色のフレーム
画像を表示する。つまり、R色映像信号が示す階調レベルＬＶＶは０％であり、G色映像信
号が示す階調レベルＬＶＶは１００％であり、B色映像信号が示す階調レベルＬＶＶは１
００％である。
【００９７】
　　まず、制御部１１１は、図７に示すフレームＦＲ－１の入力フレーム同期タイミング
を示すタイミング信号を入力すると、１フレームＦＲ－１を３つに分割したフィールドＲ
、フィールドＧ、フィールドＢの各出力フィールド同期タイミングを示すタイミング信号
を生成する。
【００９８】
　　また、データ並べ替え部１１２のメモリ制御部１１２ａは、制御部１１１からのタイ
ミング信号によって、フレームＦＲ－１の入力フレーム同期タイミングに同期して、赤色
に対応するR色映像信号と、緑色に対応するG色映像信号と、青色に対応するB色映像信号
とを受け付けてフレームメモリ１１２ｂに書き込む。
【００９９】
　　その後、メモリ制御部１１２ａは、制御部１１１からのタイミング信号によって、出
力フレーム同期タイミングに同期して、フレームメモリ１１２ｂ上のR色映像信号を読み
出して、Ｖ－Ｔ特性補正部１１５に出力する。
【０１００】
　　Ｖ－Ｔ特性補正部１１５は、メモリ制御部１１２ａからのＲ色映像信号を入力すると
、液晶表示素子１２におけるＶ－Ｔ特性に基づいて、画素への印加電圧を調整するようＲ
色映像信号内の画像データを補正する。また、Ｖ－Ｔ特性補正部１１５は、制御部１１１
からのタイミング信号によって、出力フィールド同期タイミングに同期して、Ｖ－Ｔ特性
に基づいて補正したR色映像信号を選択部１１４へ出力する。
【０１０１】
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　　選択部１１４は、制御部１１１からのタイミング信号によって、出力フィールド同期
タイミングに同期して、Ｖ－Ｔ特性補正部１１５からのＲ色映像信号を選択すると、その
Ｒ色映像信号を、ＬＣＤ駆動信号として液晶表示素子１２に出力する。
【０１０２】
　　なお、フィールドＲのＲ色画像データ転送期間にて、走査線駆動回路は走査線を１つ
ずつ選択し、データ線駆動回路は、選択された走査線と接続された１行分の各画素に、Ｒ
色映像信号が内包する階調レベルＬＶＶ（０％）を示す画像データＶＤＡＴＡを転送する
。ここでの階調レベルＬＶＶ（０％）の適用は、液晶への印加電界を強める場合であるた
め、階調レベルＬＶＶが適用された順番で、各画素のＬＣＤ相対透過率が所定値（図７の
例では、０％）へと速やかに変化する。
【０１０３】
　　その後、照明部１３は、制御部１１１からのタイミング信号によって、出力フィール
ド同期タイミングに同期して、Ｒ色ＬＥＤ光源１３－Ｒを点灯する。つまり、液晶表示素
子１２がR色映像信号に応じた画像を形成している際に、照明部１３は、R色LED光源１３
－Ｒを点灯して液晶表示素子１２をR色の光で照射する。
【０１０４】
　　一方、初期化データ生成部１１３は、初期化の階調レベルＬＶＩを示す初期化データ
ＩＮＴをあらかじめ生成しておく。実施形態１では、初期化の階調レベルＬＶＩは６０％
にあらかじめ設定されている。そして、初期化データ生成部１１３は、制御部１１１から
のタイミング信号によって、出力フィールド同期タイミングに同期して、初期化データＩ
ＮＴを選択部１１４へ出力する。
【０１０５】
　　選択部１１４は、制御部１１１からのタイミング信号によって、出力フィールド同期
タイミングに同期して、初期化データ生成部１１３からの初期化データＩＮＴを選択する
と、初期化データＩＮＴを、ＬＣＤ駆動信号として液晶表示素子１２に出力する。
【０１０６】
　　すると、初期化データ転送期間において、走査線駆動回路およびデータ線駆動回路は
、液晶表示素子１２の各画素に、初期化データＩＮＴが示す初期化の階調レベルＬＶＩを
設定する。なお、本実施形態では、走査線駆動回路は、全走査線から、奇数行目の特定の
１走査線（例えば、１行目）とその特定の走査線のすぐ下方の偶数行目の１走査線（例え
ば、２行目）とを同時に選択する。そして、選択した２つの走査線につながる画素へ同時
に、データ線駆動回路が選択したデータ線から、初期化データＩＮＴが示す初期化の階調
レベルＬＶＩを設定する。走査線駆動回路は、続く奇数行目の１走査線（例えば、３行目
）とその走査線のすぐ下方に存在する偶数行目の１走査線（例えば、４行目）とを同時に
選択し、上述の手順を繰り返し、初期化の階調レベルを全ての画素に適用する。こうする
ことによって、初期化の期間を短縮する。
【０１０７】
　　すると、初期化の階調レベルＬＶＩを示す初期化データＩＮＴが出力された順番で、
液晶表示素子１２の各画素のＬＣＤ相対透過率が、Ｒ色の階調レベルＬＶＶ（０％）に応
じたＬＣＤ相対透過率（０％）から変化し始める。
【０１０８】
　　ここで、図７に示した画像データＶＤＡＴＡが最後に転送される画素のＬＣＤ相対透
過率の波形に着目する。
【０１０９】
　　この画素に関しては、フィールドＲの階調レベルＬＶＶ（＝０％）が設定されたこと
により、Ｒ色ＬＥＤ光源１３－Ｒが点灯するタイミングでは、ＬＣＤ相対透過率は０％に
なっている。また、この画素には、フィールドＲが終了する少し前に、初期化の階調レベ
ルＬＶＩ（＝６０％）が設定されて、印加電界が弱められる。そのため、階調レベルＬＶ
Ｉが最後に設定された画素の液晶が応答する時間として、階調レベルＬＶＩの設定時点か
らＧ色ＬＥＤ光源１３－Ｇが点灯されるまでの間のほぼ１フィールドの時間が確保されて
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いる。
【０１１０】
　　一方、図３に例示したＦＳＣ方式の一般的な液晶表示装置にシアン色の画像を表示さ
せた際の、画像データを最後に適用する画素におけるＬＣＤ相対透過率の波形を再度参照
する。図３の例では、フィールドＲにてこの画素のＬＣＤ相対透過率が０％に変化した後
に印加電界が弱められるのは、フィールドＧの画像データ転送期間の終了間際に、この画
素に階調レベル（１００％）が設定される時点である。そのため、図３の例では、階調レ
ベルが最後に設定された画素の液晶が、図７の例のように十分に応答する時間を確保され
ないままで、Ｇ色ＬＥＤ光源が点灯されてしまう。
【０１１１】
　　このように、相対透過率がゼロになった以後にゼロでない階調レベルが最初に設定さ
れてからＬＥＤ光源を点灯するまでの両者の時間差により、本発明の液晶表示装置１では
、画像データＶＤＡＴＡが最後に適用される画素が液晶応答に費やす時間が確保され、ひ
いては階調再現性を改善することができる。
【０１１２】
　　フィールドＧにおける動作の詳しい説明は、上述したフィールドＲにおける動作のう
ち、メモリ制御部１１２ａがフレームメモリ１１２ｂから読み出す映像信号を「R色映像
信号」から「G色映像信号」に読み替え、「フィールドＲのＲ色画像データ転送期間」を
「フィールドＧのＧ色画像データ転送期間」に読み替え、「Ｒ色映像信号が内包する階調
レベルＬＶＶ（０％）」を「Ｇ色映像信号が内包する階調レベルＬＶＶ（１００％）」に
読み替え、「R色LED光源１３－Ｒ」を「G色LED光源１３－G」に読み替え、「R色の光」を
「G色の光」に読み替えることによって行うことができる。
【０１１３】
　　なお、フィールドＧにおいて、階調レベルＬＶＶ（１００％）を示す画像データＶＤ
ＡＴＡが適用された順番ごとに、各画素の液晶への印加電界が弱められるため、各画素の
ＬＣＤ相対透過率がさらに上昇する。
【０１１４】
　　その後、フィールドＧにおいて、階調レベルＬＶＩを示す初期化データＩＮＴが適用
された順番ごとに、各画素のＬＣＤ相対透過率がさらに増大する。なお、上述したように
、本実施形態では、ゼロでない階調レベルＬＶＩ（６０％）をフィールドＲにて各画素に
適用してからフィールドＧにて階調レベルＬＶＩを各画素に適用するまでに、１フィール
ドが確保されている。
【０１１５】
　　また、フィールドＢにおける動作の詳しい説明は、上述したフィールドＲにおける動
作のうち、メモリ制御部１１２ａがフレームメモリ１１２ｂから読み出す映像信号を「R
色映像信号」から「B色映像信号」に読み替え、「フィールドＲのＲ色画像データ転送期
間」を「フィールドBのＢ色画像データ転送期間」に読み替え、「Ｒ色映像信号が内包す
る階調レベルＬＶＶ（０％）」を「Ｂ色映像信号が内包する階調レベルＬＶＶ（１００％
）」に読み替え、「R色LED光源１３－Ｒ」を「B色LED光源１３－Ｂ」に読み替え、「R色
の光」を「B色の光」に読み替えることによって行うことができる。
【０１１６】
　　なお、フィールドＢにおいて、Ｂ色映像信号が内包する画像データＶＤＡＴＡが示す
階調レベルＬＶＶ（＝１００％）が設定された順番ごとに、各画素のＬＣＤ相対透過率は
さらに上昇する。本実施形態では、フィールドＢの画像データＶＤＡＴＡの転送が完了し
て各画素のＬＣＤ相対透過率が最大となっている際に、Ｂ色ＬＥＤ光源１３－Ｂが各画素
を照射する。
【０１１７】
　　その後、フィールドＢにおいて、初期化の階調レベルＬＶＩのＬＣＤ駆動信号が出力
された順番ごとに、各画素のＬＣＤ相対透過率は所定値（図７の例では、６０％）へ変化
する。
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【０１１８】
　　なお、液晶表示装置１は、フレーム期間ごとに、上述した動作を繰り返し実行する。
以上で、実施形態１の液晶表示装置１が、画像データＶＤＡＴＡと初期化データＩＮＴと
を交互に選択して、ＬＣＤ駆動信号として、液晶表示素子１２の各画素へ出力する動作が
終了する。
【０１１９】
　　以上説明したように、本発明の実施形態１によれば、液晶表示素子１２が次フィール
ドの画像の表示を行う前に、液晶表示素子１２内の各画素のＬＣＤ相対透過率が変化を開
始する位相をあらかじめ進ませておく。つまり、画像データＶＤＡＴＡの更新前における
液晶状態がその画像データＶＤＡＴＡを表示するときの液晶状態に及ぼす影響（液晶状態
の履歴依存性）を軽減でき、ひいては動画品質を改善することができる。
【０１２０】
　　これにより、ノーマリホワイトでは、液晶表示素子１２に設定する階調レベルＬＶＶ
が低い黒レベルから高い白レベルへ変化する場合に、液晶応答開始位相が改善する効果が
とりわけ大きくなる。
【０１２１】
　　また、実施形態１によれば、あるカラーフィールドにて各画素に対する階調設定時に
印加されるうちで最も大きな電界が各画素に印加された場合でも、そのカラーフィールド
にて初期化の階調レベルＬＶＩ（例えば、６０％）が設定されて、印加電界が弱められる
。そのため、次フィールドにて本来の画像データＶＤＡＴＡの階調レベルＬＶＶが各画素
に設定されて照明されるまでに、各画素の液晶が応答する時間を確保でき、ＦＳＣ方式に
おける、原色単色の階調再現性および有彩色の再現性を改善することが可能となる。とり
わけ、階調レベルＬＶＶが最後に設定される画素の階調再現性について、大きな改善効果
が得られる。
【０１２２】
　　また、実施形態１によれば、初期化データＩＮＴを転送する際に、走査線駆動回路は
複数の走査線を同時に選択し、データ線駆動回路は選択した複数の走査線に同時に初期化
データＩＮＴを適用する。これにより、各画素が液晶応答を開始するタイミングの差をさ
らに小さくでき、ひいては表示画面内の位置（例えば、上部と下部）に応じた色再現性や
階調再現性の差異を改善することが可能となる。
【０１２３】
　　さらに、実施形態１によれば、次フィールドの直前のフィールド期間にて、初期化の
階調レベルＬＶＩのＬＣＤ駆動信号を液晶表示素子１２へあらかじめ出力することにより
、液晶状態を中間状態に向けて変化させておく。そのため、フィールド画像の更新に先立
って、液晶状態の変化を平均的に速めることができる。
（実施形態２）
　　つぎに、実施形態２の液晶表示装置１について説明する。
【０１２４】
　　実施形態２においては、画像データＶＤＡＴＡを液晶表示素子１２の各画素へ適用す
るタイミング差によって生じる、画面内位置の異なる画素間の液晶応答位相の差異を、実
施形態１よりもさらに低減する。
【０１２５】
　　そのために、実施形態２の液晶表示装置１は、階調レベルＬＶＶを示す画像データＶ
ＤＡＴＡを転送する順番（タイミング）に関連して、液晶表示素子１２の全画素で構成さ
れる画像表示エリアを図８のように複数のエリアに分けて、階調レベルＬＶＶを示す画像
データＶＤＡＴＡが適用される順番（タイミング）が遅くＬＣＤ相対透過率が遅れて変化
を開始するエリアの画素に対しては、相対的に小さな電界を印加することに相当する階調
がより高い初期化の階調レベルＬＶＩを設定する。
【０１２６】
　　図８の例では、画像表示エリアを走査線の順番に応じてＹ方向（図５参照）に５つの
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エリア（Ａ＝１～５）に分けている。各色のフィールド期間ごとに、先ずＡ＝１のエリア
における全画素に対して画像データを適用し、次にＡ＝２のエリアにおける全画素に対し
て画像データを適用し、以降同様にＡ＝３のエリア、Ａ＝４のエリア、Ａ＝５のエリアへ
と続いて画像データを適用する。
【０１２７】
　　実施形態２の液晶表示装置１では、図４に示した構成において、初期化データ生成部
１１３が、液晶表示素子１２内のＡ＝１～５のエリアごとに異なるようにあらかじめ設定
された固定値Ｋ（Ａ）をもって式２で示される初期化の階調レベルＬＶＩを示す初期化デ
ータＩＮＴを生成する。但し、式１が成り立つものとする。
【０１２８】
【数１】

【０１２９】
【数２】

　　また、初期化データ生成部１１３は、制御部１１１からのタイミング信号によって出
力フィールド同期タイミングごとに、エリアごとに異なる階調レベルＬＶＩを示す初期化
データＩＮＴを、画像データＶＤＡＴＡが各エリアに出力される順番と同じ順番で、選択
部１１４へ出力する。
【０１３０】
　　本実施形態では、図８に例示するように、初期化データ生成部１１３は、画像データ
ＶＤＡＴＡが最初に出力されるＡ＝１のエリアに属する各画素に対しては、初期化の階調
レベルＬＶＩを「５０％」に設定する。
【０１３１】
　　また、初期化データ生成部１１３は、画像データＶＤＡＴＡが最後に出力されるＡ＝
５のエリアに属する各画素に対しては、初期化の階調レベルＬＶＩを「７０％」に設定す
る。
【０１３２】
　　また、本実施形態では、Ａ＝１のエリアに対して設定された階調レベルＬＶＩ（５０
％）とＡ＝５のエリアに対して設定された階調レベルＬＶＩ（７０％）との間を線形補間
することにより、Ａ＝２～４の各エリアに属する画素に対する階調レベルＬＶＩを算出す
る。つまり、上述の式２および以下の式３によって算出する。
【０１３３】
【数３】

　　しかし、Ａ＝２～４の各エリアに属する画素に適用する階調レベルＬＶＩは、これら
のうち画像データＶＤＡＴＡが先に適用される画素に適用する階調レベルＬＶＩよりも、
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画像データＶＤＡＴＡが後から適用される画素に適用する階調レベルＬＶＩが大きくなる
ようであれば、線形補間以外にも任意の方法を用いて算出可能である。例えば、初期化デ
ータ生成部１１３は、非線形補間を用いてＡ＝２～４の各エリアに属する画素に適用する
階調レベルＬＶＩを算出してもよく、演算またはＬＵＴ（Look-up 　Table）により階調
レベルＬＶＩを算出してもよい。
【０１３４】
　　選択部１１４は、制御部１１１からのタイミング信号によって出力フィールド同期タ
イミングごとに、初期化の期間内に、Ａ＝１～５のエリアごとに異なる階調レベルＬＶＩ
を示す初期化データＩＮＴを、ＬＣＤ駆動信号として、画像データＶＤＡＴＡを各エリア
に出力する順番と同じ順番で、液晶表示素子１２へ出力していく。
【０１３５】
　　液晶表示素子１２は、画像データＶＤＡＴＡの出力順と同じ順番で選択部１１４から
の初期化データＩＮＴをＬＣＤ駆動信号として入力し、かつ、制御部１１１からのタイミ
ング信号（ＬＣＤ制御信号）を入力する。すると、各カラーフィールドの初期化データ転
送期間において、走査線駆動回路は、まず、Ａ＝１のエリアにおいて、そのエリア内の全
走査線から、奇数行目の特定の１走査線とそのすぐ下方の偶数行目の１走査線とを同時に
選択する。そして、選択した２つの走査線につながる画素へ同時に、データ線駆動回路が
選択したデータ線から、Ａ＝１のエリアに対して定められた初期化の階調レベルＬＶＩ（
この例では５０％）を設定する。走査線駆動回路は、それらに続く奇数行目の１走査線と
そのすぐ下方に存在する偶数行目の１走査線とを同時に選択し、上述の手順を繰り返し、
初期化の階調レベルＬＶＩをＡ＝１のエリア内の全ての画素に適用する。
【０１３６】
　　続いて、走査線駆動回路およびデータ線駆動回路は、Ａ＝２、３、４および５の各エ
リアについて、Ａ＝１のエリアと同様の動作をそれぞれ実行し、エリアごとに異なる初期
化の階調レベルＬＶＩを、Ａ＝２～５の各エリア内の全画素にそれぞれ適用する。
【０１３７】
　　つぎに、実施形態２の液晶表示装置１の動作を、図９を参照して説明する。なお、こ
の例では、液晶表示装置１は、Ｇ色とＢ色とが混ざったシアン色のフレーム画像を表示す
る。
【０１３８】
　　実施形態２の動作は、初期化データ生成部１１３が、図８に例示したような、Ａ＝１
～５のエリアごとに異なる固定値にあらかじめ設定された初期化の階調レベルＬＶＩとし
て示す初期化データＩＮＴをあらかじめ生成しておく点が、実施形態１の動作と異なって
いる。
【０１３９】
　　また、実施形態２の動作は、選択部１１４が、出力フィールド同期タイミングごとに
、初期化データ転送期間において、エリアごとに異なる階調レベルＬＶＩを示す初期化デ
ータＩＮＴを、ＬＣＤ駆動信号として、各エリアに画像データＶＤＡＴＡが出力される順
番と同じ順番で、液晶表示素子１２へ出力する点が、実施形態１の動作と異なっている。
【０１４０】
　　初期化データ生成部１１３は、制御部１１１からのタイミング信号によって、出力フ
ィールド同期タイミングに同期して、各カラーフィールドの初期化データ転送期間におい
て、エリアごとに異なる階調レベルＬＶＩを示す初期化データＩＮＴを、画像データＶＤ
ＡＴＡが各エリアに出力される順番と同じ順番で、選択部１１４へ出力する。本実施形態
では、初期化データ生成部１１３は、Ａ＝１、２、３、４、５の各エリアに対応する階調
レベルＬＶＩを示す初期化データＩＮＴを、その順番で、選択部１１４へ出力する。
【０１４１】
　　すると、選択部１１４は、制御部１１１からのタイミング信号によって出力フィール
ド同期タイミングごとに、図９に示す初期化データ転送期間において、初期化データ生成
部１１３からの初期化データＩＮＴを、ＬＣＤ駆動信号として、Ａ＝１、２、３、４、５
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の各エリアに、その順番で、液晶表示素子１２へ出力する。
【０１４２】
　　液晶表示素子１２は、選択部１１４から出力された順番で初期化データＩＮＴをＬＣ
Ｄ駆動信号として１つずつ入力し、かつ、制御部１１１からのタイミング信号（ＬＣＤ制
御信号）を入力する。すると、走査線駆動回路およびデータ線駆動回路は、エリアごとに
異なる階調レベルＬＶＩのＬＣＤ駆動信号を、Ａ＝１、２、３、４および５の各エリアに
属する各画素に順次適用していく。
【０１４３】
　　この適用動作について、液晶表示素子１２が、図９に示す１フレームＦＲ－１のうち
フィールドＲの出力フィールド同期タイミングを示すタイミング信号（ＬＣＤ制御信号）
を制御部１１１から入力した場合を例に挙げて説明する。
【０１４４】
　　この場合、液晶表示素子１２は、フィールドＲの初期化データ転送期間において、ま
ず、Ａ＝１のエリアに対する固定値（５０％）に設定された階調レベルＬＶＩを示す初期
化データＩＮＴを、選択部１１４から入力する。走査線駆動回路およびデータ線駆動回路
は、階調レベルＬＶＩとして５０％を示す初期化データＩＮＴを、ＬＣＤ駆動信号として
、Ａ＝１のエリアの各画素へ出力していく。
【０１４５】
　　本実施形態では、走査線駆動回路は、Ａ＝１のエリアにおいて、そのエリア内の全走
査線から、奇数行目の特定の１走査線とそのすぐ下方の偶数行目の１走査線とを同時に選
択する。そして、選択した２つの走査線につながる画素へ同時に、データ線駆動回路が選
択したデータ線から、Ａ＝１のエリアに対して定められた初期化の階調レベルＬＶＩ（こ
の例では５０％）を設定する。走査線駆動回路は、それらに続く奇数行目の１走査線とそ
のすぐ下方に存在する偶数行目の１走査線とを同時に選択し、上述の手順を繰り返し、初
期化の階調レベルＬＶＩをＡ＝１のエリア内の全ての画素に適用する。
【０１４６】
　　すると、Ａ＝１に対する初期化の階調レベルＬＶＩが適用された順番で、Ａ＝１のエ
リアに属する各画素のＬＣＤ相対透過率が、Ｒ色の階調レベルＬＶＶ（０％）に応じたＬ
ＣＤ相対透過率（０％）から変化し始める。
【０１４７】
　　続いて、液晶表示素子１２は、フィールドＲの初期化データ転送期間において、Ａ＝
２のエリアに対する固定値（５５％）に設定された階調レベルＬＶＩを示す初期化データ
ＩＮＴを、選択部１１４から入力する。すると、走査線駆動回路およびデータ線駆動回路
は、階調レベルＬＶＩとして５５％を示す初期化データＩＮＴを、ＬＣＤ駆動信号として
、Ａ＝２のエリアの各画素へ出力していく。なお、走査線駆動回路およびデータ線駆動回
路が、Ａ＝２のエリアの各画素に、初期化データＩＮＴが示す階調レベルＬＶＩを適用す
る動作は、Ａ＝１のエリアについて説明した動作と同様である。
【０１４８】
　　すると、Ａ＝２に対する初期化の階調レベルＬＶＩが適用された順番で、Ａ＝２のエ
リアに属する各画素のＬＣＤ相対透過率が、Ｒ色の階調レベルＬＶＶ（０％）に応じたＬ
ＣＤ相対透過率（０％）から変化し始める。
【０１４９】
　　それ以降、走査線駆動回路およびデータ線駆動回路は、Ａ＝３、４、５のエリアにつ
いても、その順番で、Ａ＝３、４、５のエリアごとに異なる固定値に設定された階調レベ
ルＬＶＩを示す初期化データＩＮＴを、ＬＣＤ駆動信号として出力していく。
【０１５０】
　　この場合、初期化データＩＮＴが後から出力されたエリアに属する画素には、初期化
データＩＮＴが先に出力されたエリアに属する画素に印加される電界よりも小さな電界が
印加される。そのため、初期化データＩＮＴが後から出力された画素のＬＣＤ相対透過率
が、初期化データＩＮＴが先に出力された画素のＬＣＤ相対透過率より遅れて変化を開始
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しても、後から出力された画素のＬＣＤ相対透過率をＬＣＤ相対透過率が先に変化し始め
た画素のＬＣＤ相対透過率により近づけることができる。
【０１５１】
　　つまり、実施形態２によれば、画像データＶＤＡＴＡを液晶表示素子１２の各画素へ
適用するタイミング差によって生じる画面内位置の異なる画素間のＬＣＤ相対透過率の差
異を小さくするために、画像データＶＤＡＴＡが後から転送される画素に、階調レベルＬ
ＶＶが先に転送される画素よりも印加電界を弱めることに相当する階調レベルＬＶＩを適
用する。
【０１５２】
　　これにより、画像を表示する画素が配置されている画面内の位置に応じた階調の差異
や色味の差異を低減できる。
（実施形態３）
　　つぎに、実施形態３の液晶表示装置１について説明する。
【０１５３】
　　ＦＳＣ方式では表示させる色によって各カラーフィールドにおける液晶の向き（ダイ
レクタ）の状態変化の履歴が異なるとともに、画面内の位置に応じて階調や色味が異なっ
てしまう。
【０１５４】
　　そこで、実施形態３では、各エリアの画素に適用された映像の階調レベルＬＶＶに基
づいて、各エリアに対する初期化の階調レベルＬＶＩを決定する。
【０１５５】
　　まず、実施形態３の液晶表示装置１の構成について、図１０を参照して説明する。
【０１５６】
　　図１０に示すように、実施形態３の初期化データ生成部１１３は、制御部１１１から
の２系統のタイミング信号（入力フレーム同期タイミングを示すタイミング信号と出力フ
ィールド同期タイミングを示すタイミング信号）を入力し、タイミング信号によって入力
フレーム同期タイミングに同期して、R色映像信号とG色映像信号とB色映像信号とを入力
する。
【０１５７】
　　また、初期化データ生成部１１３は、R色映像信号、G色映像信号またはB色映像信号
を入力するごとに、R色映像信号のＲ色画像データ、G色映像信号のＧ色画像データまたは
B色映像信号のＢ色画像データのそれぞれに基づいて、各色に対応するカラーフィールド
におけるＡ＝１～５のエリアごとの所定の計算値ＣＡＬＣ（Ａ）を算出する。
【０１５８】
　　そして、初期化データ生成部１１３は、計算値ＣＡＬＣ（Ａ）を以下の式４に例示す
る関係式に代入して、Ｆ（Ａ）を算出する。
【０１５９】
【数４】

　　本実施形態では、式４におけるＫ（Ａ）は、上述の式３に示したＫ（Ａ）と同じであ
る。Ｋ（Ａ）は、画像データＶＤＡＴＡを各エリアに適用するタイミング差と、各エリア
の画素間のＬＣＤ相対透過率の差異とを考慮して調整してもよい。
【０１６０】
　　また、式４における各定数ＣおよびＤは、液晶表示装置１にて個別に調整してあらか
じめ設定される。本実施形態では、Ｃ＝１．５の固定値にあらかじめ設定し、Ｄ＝３０％
の固定値にあらかじめ設定する。
【０１６１】
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　　初期化データ生成部１１３は、式４を用いてＦ（Ａ）を算出すると、Ｆ（Ａ）および
以下の式５に基づいて、Ａ＝１～５の各エリアに対する初期化の階調レベルＬＶＩ［％］
を決定して、階調レベルＬＶＩを示す初期化データＩＮＴを生成する。
【０１６２】
【数５】

　　つまり、初期化データ生成部１１３は、算出したＦ（Ａ）と、１００とを比較して、
比較の結果、Ｆ（Ａ）が１００以下である場合、そのＦ（Ａ）を、初期化の階調レベルＬ
ＶＩとして決定する。また、初期化データ生成部１１３は、比較の結果、Ｆ（Ａ）が１０
０よりも大きい場合、固定値である１００［％］を、初期化の階調レベルＬＶＩとして決
定する。
【０１６３】
　　なお、本実施形態では、初期化データ生成部１１３は、R色映像信号、G色映像信号ま
たはB色映像信号を入力するごとに、R色映像信号のＲ色画像データ、G色映像信号のＧ色
画像データまたはB色映像信号のＢ色画像データのそれぞれに基づいて、各色に対応する
カラーフィールドごとの、各エリアにおける画像の階調レベルＬＶＶのエリア内平均値Ａ
ＶＲ（Ａ）を、計算値ＣＡＬＣ（Ａ）として算出する。
【０１６４】
　　つまり、本実施形態では、初期化データ生成部１１３は、平均値ＡＶＲ（Ａ）を計算
値ＣＡＬＣ（Ａ）として式４に代入した以下の式６を用いて、Ｆ（Ａ）を算出する。
【０１６５】
【数６】

　　そして、初期化データ生成部１１３は、Ｆ（Ａ）と式５とに基づいて各エリアの初期
化の階調レベルＬＶＩ［％］を決定して、階調レベルＬＶＩを示す初期化データＩＮＴを
生成する。このように入力フレーム同期タイミングに同期して求められた初期化データＩ
ＮＴは、初期化データ生成部１１３におけるバッファ（図示せず）に保持される。
【０１６６】
　　そして、初期化データ生成部１１３は、制御部１１１からのタイミング信号によって
出力フィールド同期タイミングごとに、各カラーフィールドにおけるエリアごとの階調レ
ベルＬＶＩを示す初期化データＩＮＴを、Ｒ色、G色、B色の順番で、該バッファから選択
部１１４へ出力する。なお、各カラーフィールドにて初期化データＩＮＴを出力する場合
、初期化データ生成部１１３は、Ａ＝１、２、３、４、５の各エリアに対応する階調レベ
ルＬＶＩを示す初期化データＩＮＴを、その順番で、選択部１１４へ出力する。
【０１６７】
　　つぎに、Ａ＝１～５の各エリアごとの画素に設定された階調レベルＬＶＶの平均値Ａ
ＶＲ（Ａ）に応じて、上述した線形演算およびクランプにより、各エリアの初期化の階調
レベルＬＶＩを具体的に決定した例について、図１１を参照して説明する。
【０１６８】
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　　Ａ＝１のエリアについて、初期化データ生成部１１３が算出した、特定の１カラーフ
ィールドにおいてのＡ＝１のエリアに設定された階調レベルＬＶＶの平均値ＡＶＲ（１）
＝２０％である場合を考える。
【０１６９】
　　初期化データ生成部１１３は、Ａ＝１のエリアの平均値ＡＶＲ（１）を算出すると、
その平均値ＡＶＲ（１）および式６を用いて、Ｆ（１）を算出する。なお、式６における
Ｋ（Ａ）は、式３にＡ＝１を代入して、Ｋ（１）＝０．５として求められる。そのため、
初期化データ生成部１１３は、Ｆ（１）として、Ｆ（１）＝ＡＶＲ（１）×Ｋ（１）×Ｃ
＋Ｄ＝２０×０．５×１．５＋３０＝４５を算出する。
【０１７０】
　　続いて、初期化データ生成部１１３は、算出したＦ（１）＝４５と、１００とを比較
する。この場合、Ｆ（１）は１００以下である。そのため、初期化データ生成部１１３は
、式５に基づいて、そのＦ（１）＝４５を、Ａ＝１のエリアに適用する初期化の階調レベ
ルＬＶＩ［％］として決定する。
【０１７１】
　　つまり、図１１に示すように、Ａ＝１のエリアでの画像データの平均値ＡＶＲ（１）
＝２０％である場合に対応して、Ａ＝１のエリアに適用する初期化の階調レベルＬＶＩが
４５％に決定される。
【０１７２】
　　また、初期化データ生成部１１３が算出した、Ａ＝１のエリアの平均値ＡＶＲ（１）
＝８０％である場合を考える。
【０１７３】
　　初期化データ生成部１１３は、平均値ＡＶＲ（１）＝８０％に対応するＦ（１）を、
式６により算出する。この場合、初期化データ生成部１１３は、Ｆ（１）として、Ｆ（１
）＝８０×０．５×１．５＋３０＝９０を算出する。続いて、初期化データ生成部１１３
は、算出したＦ（１）＝９０と、１００とを比較する。この場合、Ｆ（１）は１００以下
であるため、初期化データ生成部１１３は、式５に基づいて、そのＦ（１）＝９０を、Ａ
＝１のエリアに対する初期化の階調レベルＬＶＩとして決定する。
【０１７４】
　　つまり、図１１に示すように、Ａ＝１のエリアでの画像データの平均値ＡＶＲ（１）
＝８０％である場合に対応して、Ａ＝１のエリアに適用する初期化の階調レベルＬＶＩが
９０％に決定される。
【０１７５】
　　また、Ａ＝５のエリアについて、初期化データ生成部１１３が算出した、特定のカラ
ーフィールドにおいてのＡ＝５の平均値ＡＶＲ（５）＝２０％である場合を考える。
【０１７６】
　　初期化データ生成部１１３は、平均値ＡＶＲ（５）＝２０％に対応するＦ（５）を、
式６により算出する。なお、式６におけるＫ（Ａ）は、式３にＡ＝５を代入して、Ｋ（５
）＝０．７として求められる。この場合、初期化データ生成部１１３は、Ｆ（５）として
、Ｆ（５）＝ＡＶＲ（５）×Ｋ（５）×Ｃ＋Ｄ＝２０×０．７×１．５＋３０＝５１を算
出する。
【０１７７】
　　続いて、初期化データ生成部１１３は、算出したＦ（５）＝５１と、１００とを比較
する。この場合、Ｆ（５）は１００以下であるため、初期化データ生成部１１３は、式５
に基づいて、そのＦ（５）＝５１を、Ａ＝５のエリアに対する初期化の階調レベルＬＶＩ
として決定する。つまり、図１１に示すように、Ａ＝５のエリアでの画像データの平均値
ＡＶＲ（５）＝２０％である場合に対応して、Ａ＝５のエリアに適用する初期化の階調レ
ベルＬＶＩが５１％に決定される。
【０１７８】
　　また、初期化データ生成部１１３が算出した、Ａ＝５のエリアの平均値ＡＶＲ（５）
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＝８０％である場合を考える。
【０１７９】
　　初期化データ生成部１１３は、平均値ＡＶＲ（５）＝８０％に対応するＦ（５）を、
式６により算出する。この場合、初期化データ生成部１１３は、Ｆ（５）として、Ｆ（５
）＝８０×０．７×１．５＋３０＝１１４を算出する。続いて、初期化データ生成部１１
３は、算出したＦ（５）＝１１４と、１００とを比較する。この場合、Ｆ（５）は１００
よりも大きいため、初期化データ生成部１１３は、式５に基づいて、１００［％］を、Ａ
＝５のエリアに対する初期化の階調レベルＬＶＩとして決定する。つまり、図１１に示す
ように、Ａ＝５のエリアでの画像データの平均値ＡＶＲ（５）＝８０％である場合に対応
して、Ａ＝５のエリアに適用する初期化の階調レベルＬＶＩが１００％に決定される。
【０１８０】
　　そして、初期化データ生成部１１３は、決定した各エリアの初期化の階調レベルＬＶ
Ｉを示す初期化データＩＮＴを生成する。
【０１８１】
　　そして、初期化データ生成部１１３は、制御部１１１からのタイミング信号によって
出力フィールド同期タイミングごとに、各カラーフィールドにおけるエリアごとの階調レ
ベルＬＶＩを示す初期化データＩＮＴを、Ｒ色、G色、B色の順番で、選択部１１４へ出力
する。なお、各カラーフィールドにて初期化データＩＮＴを出力する場合、初期化データ
生成部１１３は、Ａ＝１、２、３、４、５の各エリアに対応する階調レベルＬＶＩを示す
初期化データＩＮＴを、その順番で、選択部１１４へ出力する。
【０１８２】
　　選択部１１４は、制御部１１１からのタイミング信号によって出力フィールド同期タ
イミングごとに、初期化データ転送期間において、エリアごとの階調レベルＬＶＩを示す
初期化データＩＮＴを、ＬＣＤ駆動信号として、各エリアへの画像データＶＤＡＴＡの出
力順と同じ順番で、液晶表示素子１２へ出力する。
【０１８３】
　　液晶表示素子１２は、選択部１１４から出力された順番で初期化データＩＮＴをＬＣ
Ｄ駆動信号として１つずつ入力し、かつ、制御部１１１からのタイミング信号（ＬＣＤ制
御信号）を入力する。すると、走査線駆動回路およびデータ線駆動回路は、実施形態２に
おいて上述した適用動作と同様の動作を実行することにより、各エリアに対応する階調レ
ベルＬＶＩのＬＣＤ駆動信号を、Ａ＝１、２、３、４および５の各エリアに属する各画素
に順次適用していく。
【０１８４】
　　なお、式４に示した計算値ＣＡＬＣ（Ａ）として用いる値については、特に限定され
ない。
【０１８５】
　　例えば、計算値ＣＡＬＣ（Ａ）は、エリアごとにおける画像の階調レベルＬＶＶの最
大値でもよく、画像の階調レベルについての度数分布における上位１０％に属する階調レ
ベルの平均値でもよい。これらの値は、各エリアにおける平均値ＡＶＲ（Ａ）よりも、応
答の遅い階調レベルに重きをおいた計算値ＣＡＬＣ（Ａ）である。
【０１８６】
　　そのため、これらの値を計算値ＣＡＬＣ（Ａ）として各エリアの初期化の階調レベル
ＬＶＩを決定した場合、あるエリア内の一部の画素に対して高い階調レベルＬＶＶを設定
すること（小さな電界を印加すること）が必要であっても、初期化の階調レベルＬＶＩが
より大きくなって印加電界を弱める効果がより高まる。そのため、画面内の階調再現性の
悪い部分についての階調レベルを改善する効果がより一層高くなる。
【０１８７】
　　以上説明したように、実施形態３によれば、各エリアに属する画素に設定された階調
レベルＬＶＶの所定の計算値ＣＡＬＣ（Ａ）に応じて、エリアごとに適用する初期化の階
調レベルＬＶＩを調節する。これにより、画像データＶＤＡＴＡを液晶表示素子１２の各
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画素へ適用するタイミング差によって生じる画面内位置の異なる画素間のＬＣＤ相対透過
率の差異を低減しつつ、さらに、画面内の特定の位置（例えば、特定の１エリア）におけ
る各画素の液晶応答の履歴依存性を軽減することも可能となる。
【０１８８】
　　以上、実施形態１～３を参照して本発明を説明したが、本発明は上記実施形態１～３
に限定されるものではない。本発明の構成や詳細には、本発明の要旨を逸脱しない範囲で
当業者が理解し得る各種の変形が可能である。

【図１】 【図２】
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